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癌の転移の一種である胃癌腹膜播種（ふくまくはしゅ）に特異的な 

新しい標的分子 synaptotagmin 8 の発見 
～革新的な分子標的治療薬とそのコンパニオン診断薬開発へ～ 





 

 

図 1：synaptotagmin 8 阻害による胃癌細胞株の浸潤能（A）、遊走能（B）、 
5-FU の効果（C）の変化 





 

 
図 2 上・下：synaptotagmin 8 の胃癌腹膜播種の治療、診断、予測における有用性 

 
３．今後の展開 
多様性の大きい胃癌では、全体を一括したアプローチからでは効果の大きい治療法の確

立は困難と考えました。このコンセプトから発見した synaptotagmin 8 は、腹膜播種を生

じる胃癌に特化した標的分子です。医薬品のもつ特異性の高さは、コンパニオン診断法に

より選別された対象に対しては極めて効率的かつ有効な治療へとつながります。また

synaptotagmin 8 は、現在の標準的治療である抗がん剤 S-1 を内服していても腹膜播種が

発生する状況から見出されており、既存治療では制御できなかった状況を克服する鍵とな

る可能性があります。 
synaptotagmin 8 阻害薬は既存の分子標的治療薬の作用機序と全く異なるため、完全に

新しい治療薬となります。今後、阻害効果の高い医薬品を創製していくとともに、将来的

には胃癌のみならず腹膜播種を高頻度に起こす膵癌、卵巣癌などの他の癌にも応用してい

くことを目指しています。 




